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  2024 年５月２０日 

【NEWS RELEASE】 

数値開示に追われ、進まぬ経営戦略と人事の連携、掲げただけの企業ビジョン 

解決のカギは社会と社員をつなぐ「パーパス、組織開発、対話」にあった？！ 

“そこで働く人”と実践する人的資本経営コンサルティング 

パーパスドリブン、組織開発専門コンサルティングのダイアレックが開発 

株式会社 DAIALEC（ダイアレック） 
 

企業の持続的成長を目指しパーパスドリブン、人的資本経営、組織開発のコンサルティング
を提供する株式会社 DAIALEC（辰巳和正代表取締役、神奈川県藤沢市）は、経産省が推進する
人的資本経営の実践において、パーパスの定義、CHRO の設置から実践支援まで持続的な企業
価値の向上を目的に経営戦略の実行力を「人、組織」の分野から高める人的資本経営コンサル
ティングサービスの提供を 2024 年４月より開始しました。 

 

■「情報開示」が注目され、なかなか進まない人的資本経営の本質的「実践」 
人的資本経営が注目されるようになったのは「企業の持続的成長に必要な社員の能力向上に
向けて企業がどのような取り組みを実施しているか」「どのような成果がでているか」等を
社内外に公表する「情報開示」が義務化されたことがあげられます。人的資本経営の取り組
みに企業がどれだけ真剣に向き合っているかが見える化され、それが企業への投資や採用活
動に大きな影響を与えるようになったためです。 
しかし、情報開示が企業に与える影響が大きいがゆえに、「企業の持続的成長のために、どの
ような人財が必要か？」といったそもそもの議論のない、企業の実態と合わない数字つくり
のための施策が行われるケースが散見されるようになりました。これでは、社内のエンゲー
ジメントを逆に下げてしまうことになりかねません。 
人的資本経営の本質は、社会における企業の存在価値の明確化や、それを実現するための人
材を確保するための取り組みを実践することです。情報開示はその実践結果の見える化とい
う位置づけにすぎません。 
今回、ダイアレックが提供する人的資本経営コンサルティングは、その本質的な取組を支援
するサービスとなります。 
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■サービスが生まれた経緯 
人的資本経営は「単なる数字つくりではなく、本質的な取り組みを実践することが大切です。」
は正論ではありますが、もちろん、その実現は簡単ではありません。日々の仕事を効率的・
効果的に回すことを求められる日常のなかで、企業の本質的な価値を問い直し、その実現の
ための長期的な人財育成の実現はかなりハードルの高い取り組みと言えるからです。 
そのため、人的資本経営では、理想を現実に起こすために CHRO の役割が重要であるとして
います。CHRO は直訳すれば最高人事責任者ですが、人的資本経営では、経営と執行をつな
ぎ人的資本経営を推進する実践者の役割を意味します。 
CHRO が人的資本経営を高いレベルで遂行するために必須な能力は以下の２点です。 
１．経営戦略と人事戦略が分離しないように経営視点と執行（人事）視点をつなぐ能力。  

（経営視点で人事戦略を考え執行とつなぐ機能） 
２．トップダウンが機能しにくい時代において、組織の理解・共感を得ながら人的資本経営

を推進する組織開発能力。 
しかし、経営の視点と組織開発ノウハウを持ったリソースを内部に持つ会社は多くはありま
せん。 
私たちダイアレックは「組織開発に必須なプロセスコンサルテーションと言われるコンサル
ノウハウとコンサルタントとしての現場経験を１５年以上、また、自らも経営に携わった経
験をもつコンサルタント」で構成されていることから、その実現にお役に立てる数少ない会
社であると考えサービス開発に至りました。 

 
■サービスの全体像と実践のポイント 
人的資本経営の全体像と“実践”のポイントは３つです。 
＜全体像＞ 

 
＜実践のポイント＞ 
１. パーパス定義と現状ギャップ（課題）を見える化すること。 
人的資本経営では、まずはパーパスの言語化が重要となります。 
パーパスとは、自分たちの会社の存在価値。社会や顧客に「どのような価値を提供しているの
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か？」「他社と違う自社の価値は何か？」という問いの先にあるものです。この経営戦略の前提
となる自社の価値を明確にすることで「持続的な企業価値向上」のために取り組むべき本質的
（長期的）な課題（現状とのギャップ）も把握していきます。 
２. 実行責任者（CHRO)を設置すること。 
定義したパーパスに向けて具体的に組織を動かしていかなければ「持続的な企業価値向上」に
はつながりません。そのため、人的資本経営では経営レベルの推進責任者（CHRO)の設置が求
められています。経営と執行をつなぎ、組織を最適にマネジメントしていく推進機能です。そ
の CHRO 機能を代行しながら、内製化を支援していきます。 
３. ギャップ解決に必要な要素を抽出し施策を実行すること。 
人的資本経営では、課題解決のコモンファクターとして「リスキリング」や「エンゲージメン
ト」など今の時代を戦う強い組織を作るための複数の要素が明示されています。企業の個別課
題の実態を踏まえ必要な要素を選択して課題解決に取り組むことを支援していきます。 
 
ダイアレックの人的資本経営コンサルティングサービスでは、これら実践ポイント１～３それ
ぞれに対応した、下記図内ご支援１～３を実施しています。 

これらの全体をご支援するコンサルティングはもちろん、個別ポイントへのご支援も対応して
います。 
 
■サービスの概要 
・人的資本経営コンサルティング 

・サービスページ URL：https://www.daialec.com/human-capital-management 

・価格：500～1000 万 

・サービス開始日：2024 年 4 月 

 

 

 

 

https://www.daialec.com/human-capital-management
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■代表紹介 

株式会社 DAIALEC（ダイアレック）／代表取締役 辰巳 和正 
日本生命保険相互会社の経営企画などを経て、企業風土改革コンサルテ
ィングファームのスコラ・コンサルトに入社。2015 年 同社代表取締役
に就任。同時にコンサルタントとしても活動を継続しつつ、就任来 6 年
連続で売上増 (2020 年同社最高売上）に導く。 
 
2021 年 株式会社 DAIALEC（ダイアレック）を設立。同社代表取締役
兼コンサルタント。大小問わず、多岐にわたる業種の組織改革を推進し
た実績やノウハウが強み。 
プロセスコンサルテーションを用いて、コンサルタントの答えを押し付
けず、主役である社員の思いや意見を引き出し形に変えていく。 
策定したミッション・ビジョン・パーパスを社員が自分ごと化し、現場で活用されていく支援を
得意とする。 
 

■株式会社 DAIALEC（ダイアレック）について 
ダイアレックはプロセス型のコンサルティングスタイルを特徴に持つ数少ない会社です。  
プロセス型とは、人・組織が「やらされ」ではなく主体的に考え行動できる状況を作ること
で、企業の付加価値と社員のエンゲージメント・組織能力を同時に高めるコンサルティング手
法です。 

どれだけ素晴らしいパーパスや経営戦略も、そこで働く人・組織が自分事として動かなければ
何の効果もありません。私たちは、パーパスや経営戦略の「自分事化」や、実際に実践する場
合の「組織的な制約の解消」などをクライアントと伴走しながら実践していきます。 

プロセス型のコンサルタントには、現場実践の経験や自らも組織の制約に向き合ってきた経験
が重要になるため、ダイアレックではキャリア１５年以上、かつ自社での経営経験のあるコン
サルタントがクライアントに伴走します。 

 

  【会社概要】 

社   名：株式会社 DAIALEC（ダイアレック） 

本   社：〒251-0025 藤沢市鵠沼石上 1 丁目 7－8 ビッグライズビル 5F 

代 表 者：代表取締役 辰巳 和正 

設   立：2021 年 3 月 

事業内容 ：人的資本経営、パーパスドリブン、組織開発コンサルティング 

 

【報道各位のお問合せ】 
 

株式会社 DAIALEC（ダイアレック） 
担当：鳥羽 

E-mail: info@daialec.com   HP: https://www.daialec.com/ 


